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警告

異常のあるときは、絶対に使わないでくだ

さい。重大な事故につながる恐れがありま

す。

警告

この製品は、アルミ製です。曲がったアル

ミ材は曲げ直すと強度が著しく低下します。

したがって、変形した製品を修理して使い

ますと、容易に折れたり曲がったりして、

重大な事故の原因になります。

注意

乱暴に扱うと、変形やヘコミ・破損の原因

になります。

危険

この製品は電気を通しますので、配電線に

触れると感電し、重大な事故につながる危

険があります。

危険

警告

警告

警告

重大事故を起こす恐れがあります。

注意

感電注意

１．使用条件について

２．ご使用になる前に

３．運ぶときは

持ち運びや、移動・設置時に、配電線に

触れると、感電して危険であることを注

意しています。

警告表示の要点が一目で理解できるよう

に、警告ラベルの中で絵表示を使用して

います。絵表示には下記の意味がありま

す。

　　　このマークは、強制（必ずするこ

　　　と）を示します。

記載されている内容を守らなければ、死

亡や障害事故が生じる危険のあることを

示します。

記載されている内容を守らなければ、け

がや製品が破損する恐れのあることを示

します。

※破損したままで使用しますと、転倒や

　転落による傷害事故の原因になります。

記載されている内容を守らなければ、死

亡や重大な事故が生じる危険が極めて大

きいことを示します。

　　　このマークは、禁止（してはいけ

　　　ないこと）を示します。

使う前には、必ず「ご

使用前の点検」を行い、

異常の無いことを確認

してください。

持ち運ぶときは、引き

ずったり、投げたり、

乱暴に扱わないでくだ

さい。

＜絵表示について＞

表示マークについて

変形した製品を

使わないでください。

アルミニウム合金製

取扱説明書
ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡や重大な事故、製品の破損が生じる恐れ

があります。

注意 トラックなどにロープ

で固定するときは、ロ

ープを激しく引張らな

いでください。

乱暴に扱うと、変形やヘコミ・破損の原因

になります。

●この取扱説明書に書かれた使いかた以外の使

　用方法や注意事項を守らずに、事故を起こされ

　ても責任を負いかねますのでご了承ください。

警告
このたびは本製品を、お買い上げいただきま

してありがとうございます。

この取扱説明書は、本製品の使い方と使用

上の注意事項について記載しています。

ご使用前には必ず、この取扱説明書を　よく

お読みいただき、事故が起こらないよう、　

内容にしたがって正しくお使いください。　　

また、お読みになった後も、この取扱説明書

をすぐに取り出せる所へ大切に保存してくだ

さい。

安全作業のために、必ず守っていただきたいこと

設置するときや移動す

るときは、配電線に注

意してください。

この製品は、本体表示

ラベルでの最大使用質

量１００ｋｇの範囲内

で使用してください。

体重と荷物の合計重量が、最大使用質量

１００ｋｇを超えるときは、使用しないで

ください。また、荷物はバランスが保てる

程度の大きさや重さにしてください。　

４．設置するとき

危険
●ご使用前は必ず各部が固定されていることを確認してください。

●アオリ支柱を取付けた状態でトラックの走行を行わないでください。

●電飾等を取付けている場合は配線を挟まないように気を付けて取り付けてください。

　

トラック用アオリ支柱

●トラック用アオリ支柱は、落下時の衝撃を軽減

　するための補助具です。お使いになるときは、

　トラック用アオリ支柱の安定した状態を確認し

　てください。

重大事故を起こす恐れがあります。

警告

強制

トラック用アオリ支柱

としての用途以外の使

い方をしないでくださ

い。

トラック用アオリ支柱

を加工や改造しないで

ください。

トラック用アオリ支柱

は、必ず２本セットで

使用してください。

トラック用アオリ支柱の使いかた

１．トラック用アオリ支柱の取付け方について

取付けは①～③の手順で行い、
取外しは③～①の手順で行ってください。
　参考：アジャスター締付けトルク
　　　　１．５ｋＮ・ｃｍ（１５３ｋｇｆ・ｃｍ）

ＴＡＰＢ－１５型

●２ｍ以上の高所での作業は安全帽（ヘルメット）

　や墜落制止用器具（安全帯）を着用してください。
トラック用アオリ支柱は、墜落制止用器具

（安全帯）を取付けるための親綱を設置す

る支柱として作られたものです。

使い方を誤ったり、用途以外の使い方をし

ますと、転倒や転落による重大な事故の恐

れがあります。

トラック

　アオリ

チェーン

③トラックに

　取付ける

本体

①アオリの

　奥まで差し込む

アジャスター

②固定（右回り）

　解除（左回り）

※先端ナット（Ｍ１２）

アジャスター

②固定（右回り）

　解除（左回り）

※先端ナット（Ｍ１２）

２
０
㎜
以
上

６
５
㎜
以
下

取扱説明書や製品のラベルに記載されている　　マーク付の説明は、安全上、特に重要な項目

ですから、必ずお守りください。



(土日・祝祭日を除く9:00～17:00まで)

〒577-0013 大阪府東大阪市長田中4-4-10

ナビダイヤル 0570-064065

ピカ コーポレイション

※この取扱説明書の無断転用を禁じます。

■ホームページアドレス　ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｐｉｃａ－ｃｏｒｐ．ｊｐ

禁止

警告

１．５ｍ

親綱

アオリ高さ

３ｍ以内

●親綱は、０．５ｋＮで緊張して使用すること。

●控え綱は、６０°以下で設置すること。

危険

トラックの荷台からアオリ支柱を

繋いで作業しないでください。

●支柱の間隔は、３ｍ以内で設置すること。

●親綱は、一般社団法人仮設工業会の認定品を使用すること。

●親綱は、１人で使用すること。

禁止

●ワイヤーロープで使用しないこと。

トラック用アオリ支柱の使いかた

２．トラック用アオリ支柱の設置について

３ｍ

警告

強制

親綱は、１人１本で作業し、アオリ

支柱は２本セットで設置してくださ

い。

強制

警告

３ｍを超える場合は、アオリ支柱を

３ｍ以内の間隔で設置してください。

アオリ支柱の使用例「〇正しい使い方　×間違った使い方」

●トラック用アオリ支柱は、必ず２本セットで使用すること。

●トラック用アオリ支柱は、単体で落下時のけがを防ぐ製品ではありません。
　現場状況に応じて、他の安全対策と併用してご使用ください。

３ｍ

●チェーンを張って使用すること。

控え綱

チェーン

チェーン

控え綱

●ランヤードは、墜落制止用器具の規格を満たす、ロック機能付き
　巻取り式のランヤード（ショックアブソーバー機能がないもの）を使用すること。

禁止

警告

コーナーに使用する支柱には平行方向直行方向

の２本の親綱を同時に取付ないでください。

１本の親綱に２人同時で墜落制止用器具（安全帯）を

付けて作業しないでください。

Ｐ２０．０８


